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課
題 

品
詞
分
解
と
現
代
語
訳 

大
問
二
八
（
出
典
：『
宇
治
拾
遺
物
語
』） 

◎
品
詞
分
解
（
名
詞
は
基
本
的
に
非
表
示
。
非
活
用
語
は
基
本
的
に
初
出
の
み
。
同
色
の
助
詞
は
同
内
容
を
示
す
。） 

さ
て接

助

廿
日
ば
か
り

副

助

あ
り

ラ
変
・
用

て
、
こ

の

格
助
（
体
修
）

女

の

格
助
（
主
格
）

居
ワ
上
一
・
用

た
る

存
続
・
体

方
に格

助

、
雀
の
い
た
く

ク

・

用

鳴
く

カ
四
・
体

声

し
サ
変
・
用

け
れ

過
去
・
已

ば

接
助
（
順
確
）

、
「
雀
こ
そ

係

助

い
た
く

ク

・

用

鳴
く

カ
四
・
終

な
れ

推
定
・
已

。
あ
り

ラ
変
・
用

し
過
去
・
体

雀
の
来
る

カ
変
・
体

に
断
定
・
用

や係
助

あ
ら

ラ
変
・
未

ん
推
量
・
体

」
と格

助

思
ひ

ハ
四
・
用

て
出
で

ダ
下
二
・
用

て
見
れ

マ
上
一
・
已

ば

接
助
（
偶
然
）

、
こ
の
雀
な
り

断
定
・
終

。
「
あ
は
れ
に

ナ

リ

・

用

忘
れ

ラ
下
二
・
未

ず
打
消
・
用

来
た
る

ラ

四

・

体

こ
そ

係

助

あ
は
れ
な
れ

ナ

リ

・

已

」
と
言
ふ

ハ
四
・
体

程
に
、
女
の
顔
を格

助

う
ち

接

頭

見
マ
上
一
・
用

て
、
口
よ
り

格

助

露
ば
か
り

副

助

の
物
を格

助

落
と
し

サ

四

・

用

て
置
く

カ
四
・
体

や
う
に

し
サ
変
・
用

て
飛
び

バ
四
・
用

て
往
ぬ

ナ
変
・
終

。
女
、「
何

に
断
定
・
用

か係
助

あ
ら

ラ
変
・
未

ん
推
量
・
体

。
雀
の
落
と
し

サ

四

・

用

て
去
ぬ
る

ナ

変

・

体

物
は係

助

」
と
て

格

助

、
寄
り

ラ
四
・
用

て
見
れ

マ
上
一
・
已

ば

接
助
（
偶
然
）

、
瓢
の
種
を係

助

た
だ

副

一
つ
落
と
し

サ

四

・

用

て
置
き

カ
四
・
用

た
り

存
続
・
終

。「
持
て
来

カ

変

・

用

た
る

完
了
・
体

や
う
こ
そ

係

助

あ
ら

ラ
変
・
未

め
推
量
・
已

（
※
１
）」
と
て
、
取
り

ラ
四
・
用

て
持
ち

タ
四
・
用

た
り

完
了
・
終

。「
あ
な

感

動

い
み
じ

シ

ク

・

終

。
雀
の
物

得
ア
下
二
・
用

て
、
宝
に

し
サ
変
・
用

給

ふ

尊
（
子→

女
）

」
と
て
子
ど
も
笑
へ

ハ
四
・
已

ば

接
助
（
偶
然
）

、「
さ
は
れ

感

動

、
植
ゑ

ワ
下
二
・
用

て

見
マ
上
一
・
未

ん
意
志
・
終

」
と
て
植
ゑ

ワ
下
二
・
用

た
れ

完
了
・
已

ば

接
助
（
偶
然
）

、
秋
に
な
る

ラ
四
・
体

ま
ま
に
、
い
み
じ
く

シ

ク

・

用

多
く

ク

・

用

生
ひ

ハ
上
二
・
用

広
ご
り

ラ

四

・

用

て
、
な
べ
て
の

副

瓢
に
も係

助

似
ナ
上
一
・
未

ず
打
消
・
用

、
大
き
に

ナ

リ

・

用

多
く

ク

・

用

な
り

ラ
四
・
用

た
り

完
了
・
終

。
女
悦
び

バ
四
・
用

興
じ

サ
変
・
用

て
、
里
隣
り
の
人
に
も係

助

食
は
せ

サ

下

二
・

用

、

取
れ

ラ
四
・
已

ど
も

接

助

取
れ

ラ
四
・
已

ど
も

接

助

尽
き
も係

助

せ
サ
変
・
未

ず
打
消
・
用

多
か
り

ク

・

終

（
※
２
）。 

 

※
１
：「
や
う
こ
そ
あ
ら
め
」
は
「
理
由
が
あ
る
の
だ
ろ
う
」
と
訳
す
、
頻
出
慣
用
表
現
。 

※
２
：「
多
し
」
の
み
、
連
用
形
の
み
な
ら
ず
終
止
形
に
も
「
多
か
り
」
が
存
在
す
る
。
中
古
の
和
文
で
よ
く
用
い
ら
れ
る
。 

 ◎
現
代
語
訳
（
『
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
ノ
ー
ト
３
０ 

古
典
文
法
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
』
参
照
） 


